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リフレッシュと教師としての力量形成の時間！

十島村教育長 木戸 浩

毎日暑い日が続き、熱中症が心配されるところだ

と思います。また、コロナウィルス感染症の第７波

で、毎日３千人以上の新規感染者が報告され、医療

機関の逼迫が懸念されています。十島村でも持ち込

ませないというリスクマネジメントが最重要ですが、

万が一島内で発生した場合の対処法を意識した、ク

ライシスマネジメントも今後重要になってくるので

はないかと思います。その時になってからではなく、

なった時にどういう対応をしていくのかをシミュレ

ーションしておくことが大切になってきます。
そんな中で、年１回出場する県の中学生バドミン
トン大会で、初戦突破して２回戦まで頑張った生徒
たちの朗報が届き、元気と勇気をもらいました。こ
れからも新たな目標に向かって頑張ってくれると思
います。
また、先生方は給食調理員さん方の協力を得て、
８月１日と２日の２日間、３年ぶりに鹿児島市で実
施しました「十島村教育研究大会」に出席すること
ができました。この大会は、十島村の先生方が一堂
に会し、様々な分科会に分かれて話し合ったり、Ｉ
ＴＣに関わる最先端の講話を聴いたりする研修会で
す。全員が直接会って情報交換する機会もこの時だ
けです。合計９人の外部指導者にもお越しいただき、
非常に意義ある研修会になりました。夏休みの間に、
リフレッシュをした上で「研究と修養」に努めなが
ら、また１歩力量を高めて、２学期からの授業に臨
んでいきます。

「学ぶことを知り、人を感じる夏に！」
～ 気が機をつくり、機は気をつくる ～

「学び方」については様々な方法が考えられます。
職場内の同僚に学ぶこと、書物から学ぶこと、ある
いは職場外の先輩・知人や友人などから学ぶこと、
時にはいろいろな環境の下で生活や仕事をしている
人々（異業種）と出会って学ぶことも良いでしょう。
その「気（意識と意欲）」さえあれば、
学ぶ方法にも工夫が生まれ、それはま
さに学びの新たな「機（チャンス）」
になっていくのだと思います。
個人的なことで恐縮ですが、若かっ
た頃、自分と違う環境の下で生活や仕
事をしている人々と、意識して話をす
るようにしてきました。 横当島看板設置

子
供
の
う
た

五
月
三
十
日

南
日
本
新
聞
掲
載

ち
ょ
う
が
パ
タ
パ
タ

黄
色
と
黒
い
ち
ょ
う
を

見
つ
け
た

そ
お
っ
と
近
づ
い
て

虫
あ
み
を

サ
ッ
と
ふ
り
お
ろ
し
た

虫
あ
み
の
中
で

ち
ょ
う
が
パ
タ
パ
タ

「
や
っ
た
！
」

お
と
う
と
に
見
せ
る
と

「
お
ー
」

こ
ん
ど
は

ば
っ
た
を

つ
か
ま
え
た
い

中
之
島
小
学
校
二
年

は
ま
ぞ
え

典

８月は人権同和問題啓発月間です。

左上 中之島合同訪問

右上 諏訪之瀬島研究公開

右下 研究大会分科会

左下 研究大会全体写真

８月１日と２日間、中之島小・中学校の先生方
が中心となって準備をされた３年ぶりの「十島村
教育研究大会」が開催されました。とても充実し
た会となり，「チーム十島」とがっちりスクラムが
さらに組まれたようでした。一部分ですが１学期
の先生方が一所懸命な様子を御紹介いたします。

写真：8月 19日 ALT辞令交付式

８月は人権同和問題啓発月間です。

〇来月の人権に関する取組 自殺予防週間 (9/10～ 9/16) 、障害者雇用支援月間、高齢者元気・ふれあい推進月間

すると、今の自分の仕事に必要なもの、人間
としてもっと大切にした方が良いのではないか
と思われることなどが、いろいろな角度から見
えてきて、それが面白くてたまらなかった頃が
ありました。過去においては、それによってし
ぼみかけていた気分を取り戻したり，目の前の
霧が晴れたりしたこともありました。また、そ
んなことを重ねているうちに、どういう立場の
人に対しても、相手の心に届くような言動が大
切であり、それができるのがプロだということ
も教えてもらいました。少しずつ、自分以外の
他者や、目の前の子どもや保護者、地域の方々
の心情を深く意識して、自分の言動に配慮する
ようになり始めた（未だに十分ではありません
が）のも、教育とは少し離れたところで仕事や
生活をされている方々との出会いがきっかけだ
ったように思います。この夏、改めて「学ぶこ
とを知り、人を感じる」機会を意識してつくっ
てみたいと思います。
「『気』が『機』をつくり、『機』は『気』を
つくる」とも言います。この夏が、皆さんの篤
い「気」によってもたらされる、絶好の英気を
養う「機」になることを期待しています。

朝起きると聞こえてくる鳥の鳴き声。海も空も真
っ赤に照らす夕日。天高くそびえ立つガジュマルの
木。そんな自然に囲まれた平島での生活が３年目と
なりました。
平島は、先のような自然が身近にあることはもち

ろんですが、人の温かさも大きな魅力です。道端や
リサイクル活動の時などに島民の方にお会いすると、
「元気ね。」「お疲れさん。」と声を掛けてくださいま
す。また、学校教育にも協力的で、子どもたちはも
ちろんのこと、私自身も平島の歴史や伝統を学ばせ
ていただいています。
そして、もう１つの魅力は、児童生徒が全国各地

から集結していることです。その大半が親元を離れ
て生活している山海留学生です。親元を離れた心細
さを乗り越え、自分自身と向き合って成長する姿に
は、私自身も勇気づけられました。
また、教師として、子どもたちと
向き合い続けることの大切さにも
気付くことができました。「平島
に来てよかった。１年間楽しかっ
た。」と言って島を離れた子ども
たちの言葉は、平島でしか得られない財産だと思い
ました。
魅力あふれる平島での毎日は、とても充実してい

ます。今日も平島の澄んだ空気を吸い込み、大きな
声で笑って過ごしたいと思います。

修学旅行や集合学習で先生方や子どもたちと出会
えて、十島は繋がっていると実感しました。十島村
でしか味わえない教育活動を一緒に楽しみましょう。

【平島小・中学校からのメッセージ】
教 諭 西原 侑紀

十 島 村 で 学 ぶ
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令和４年５月４日 南日本新聞「ひろば」掲載
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新型コロナウイルス感染症の終息が見えない
状況で、不当な差別などの人権侵害が存在してい
ると話題になっています。
また、いじめや児童虐待などにより子どもが命

を落とすといった痛ましい事案が依然として後を
絶たないのが現状です。９月１日の２学期のスタ
ートは、全児童生徒が元気な表情をみせてくれる
ことから始まります。
ＳＮＳによる誹謗中傷や個人情報の漏えいなど、

顔の見えないところで問題が生じています。これ
らの 問題を解決するためにも、引き続き、私たち
一人一人が自分の課題として理
解を深めようとすることが大切
です。「心のバリアフリー」につ
いて、考える機会にしていただけ
ればと思います。
テレビスポットを始め、多くの

啓発活動等が行われています。今
後の放映も、ご覧ください。

鹿児島県人権啓発資料

十 島 村 で 学 ぶ Ⅱ


